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(百万円未満切捨て)

１．平成29年12月期第２四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第２四半期 10,523 5.1 718 24.4 748 46.9 617 75.1

28年12月期第２四半期 10,013 △11.9 578 △26.0 509 △34.4 352 △25.6
(注) 包括利益 29年12月期第２四半期 608百万円( －％) 28年12月期第２四半期 △198百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年12月期第２四半期 63.63 －

28年12月期第２四半期 36.34 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年12月期第２四半期 9,938 7,318 69.3

28年12月期 9,393 6,856 68.6
(参考) 自己資本 29年12月期第２四半期 6,887百万円 28年12月期 6,442百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 － 15.00 － 15.00 30.00

29年12月期 － 15.00

29年12月期(予想) － 15.00 －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 7.6 1,500 14.6 1,500 12.5 1,100 150.8 113.44
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年12月期２Ｑ 10,698,000株 28年12月期 10,698,000株

② 期末自己株式数 29年12月期２Ｑ 1,000,988株 28年12月期 1,000,988株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期２Ｑ 9,697,012株 28年12月期２Ｑ 9,697,045株
　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。

なお、当社は平成29年８月４日に四半期決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明会資料に
つきましては、速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　

当第２四半期連結累計期間（平成29年１月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、ＧＤＰのプラス成

長が続いており、好調な企業収益や消費者マインドの改善などを背景に個人消費も持ち直しの動きが見られます。

また、世界経済においては、トランプ米大統領の政権運営など海外の政治・経済動向に不透明感は残るものの、世

界的なＩＴ需要の拡大や設備投資の回復を受けた輸出の増加などにより、景気回復基調が続くと見込まれます。

一方、当社業績に大きな影響があるわが国の貿易については、輸出、輸入とも対前年比増加傾向にあり、特に中

国、アジア向けの輸出の持ち直しが顕著であります。

このような状況の下、当社グループの実績につきましては、単体では、主軸の輸出混載輸送の取扱量、売上高と

も増加し増収増益となり、また、国内子会社の株式会社ユーシーアイエアフレイトジャパン、フライングフィッシ

ュ株式会社並びに海外子会社の内外銀山ロジスティクス（平成28年11月より倉庫事業を開始）の利益が計画を上回

って推移したことにより増収増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は10,523百万円（前年同四半期比5.1％増）、営業利益は

718百万円（同24.4％増）、経常利益は748百万円（同46.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は617百万

円（同75.1％増）と、売上高、利益とも前年同四半期を上回りました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

① 日 本

日本における国際貨物輸送事業につきましては、混載貨物輸出を主力としております。当第２四半期連結累計

期間における売上高は、単体の輸出売上が混載輸送及びフルコンテナ輸送においていずれも増加し、国内子会社

の２社も前年同四半期を上回り増収となり、また、セグメント利益（営業利益）においても同様に増益となりま

した。

この結果、売上高は、7,032百万円と前年同四半期と比べ240百万円（3.5％増）の増収となり、セグメント利

益（営業利益）も423百万円と前年同四半期と比べ85百万円増加（25.3％増）となり、増収増益となりました。

② 海 外

当社グループはアジア地域及び米国に連結子会社10社を有しており、これらの子会社の売上は日本からの貨物

の取扱が中心となります。当第２四半期連結累計期間における海外売上は、内外銀山ロジスティクス株式会社の

売上寄与等により増収となり、また、セグメント利益（営業利益）においても同様に増益となりました。

この結果、売上高は、3,491百万円と前年同四半期と比べ269百万円（8.4％増）の増収となり、また、セグメ

ント利益（営業利益）も307百万円と前年同四半期と比べ55百万円増加（21.8％増）となり、海外セグメントに

おいても増収増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

　

当第２四半期連結会計期間末における総資産は9,938百万円（前連結会計年度末比544百万円増加）となりまし

た。増加の主な理由は、流動資産の増加593百万円（現金及び預金の増加604百万円及び受取手形及び売掛金の減少

53百万円等）によるものであります。

負債は2,619百万円（同81百万円増加）となりました。増加の主な理由は、買掛金の増加76百万円等によるもの

であります。

また、純資産は7,318百万円（同462百万円増加）となりました。増加の主な理由は、利益剰余金の増加471百万

円等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前第２四半期連結会計

期間末に比べ344百万円減少し、5,101百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フロ

ーの状況は以下のとおりであります。
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① 営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は710百万円（前年同四半期は377百万

円の収入）となりました。主な資金の増加は税金等調整前四半期純利益の計上850百万円等、主な資金の減

少は法人税等の支払222百万円等であります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果得られた資金は、80百万円（前年同四半期は702百万円の支出）となりました。主な資金

の増加は投資有価証券の売却による収入102百万円等であります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、154百万円（前年同四半期は1,522百万円の収入）となりました。主な資

金の減少は配当金の支払額145百万円等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　

当連結会計年度（平成29年12月期）の業績につきましては、平成29年２月10日に公表いたしました通期の業績予

想を変更しておりません。

今後の見通しにつきましては、業績予想に関し、修正の必要が生じた場合には、速やかに開示する予定でありま

す。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,496,637 5,101,204

受取手形及び売掛金 1,670,696 1,617,327

その他 458,810 500,077

貸倒引当金 △11,020 △10,311

流動資産合計 6,615,124 7,208,297

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,370,363 1,363,313

その他（純額） 538,779 530,872

有形固定資産合計 1,909,143 1,894,186

無形固定資産

のれん 141,710 126,233

その他 61,722 51,628

無形固定資産合計 203,432 177,862

投資その他の資産

その他 982,180 962,202

貸倒引当金 △316,171 △304,382

投資その他の資産合計 666,009 657,820

固定資産合計 2,778,585 2,729,868

資産合計 9,393,710 9,938,165
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 985,360 1,061,819

短期借入金 23,940 14,705

未払法人税等 247,641 232,805

賞与引当金 12,223 25,046

その他 370,344 356,530

流動負債合計 1,639,510 1,690,906

固定負債

長期借入金 500,000 500,000

退職給付に係る負債 243,342 260,908

その他 154,823 167,565

固定負債合計 898,165 928,474

負債合計 2,537,675 2,619,380

純資産の部

株主資本

資本金 243,937 243,937

資本剰余金 233,937 233,937

利益剰余金 6,819,221 7,290,809

自己株式 △1,020,526 △1,020,526

株主資本合計 6,276,569 6,748,157

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,770 27,583

為替換算調整勘定 142,583 114,669

退職給付に係る調整累計額 △2,735 △2,628

その他の包括利益累計額合計 165,618 139,623

非支配株主持分 413,846 431,004

純資産合計 6,856,034 7,318,785

負債純資産合計 9,393,710 9,938,165
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 10,013,436 10,523,498

売上原価 7,191,479 7,571,595

売上総利益 2,821,956 2,951,903

販売費及び一般管理費 2,243,820 2,232,976

営業利益 578,135 718,927

営業外収益

受取利息 13,158 9,973

為替差益 － 4,594

不動産賃貸料 12,705 14,423

その他 10,390 9,080

営業外収益合計 36,254 38,071

営業外費用

支払利息 3,324 1,251

不動産賃貸費用 2,398 2,397

為替差損 82,152 －

支払手数料 15,839 4,613

その他 1,099 178

営業外費用合計 104,815 8,441

経常利益 509,574 748,557

特別利益

固定資産売却益 196 176

投資有価証券売却益 － 102,259

特別利益合計 196 102,435

特別損失

固定資産除売却損 557 160

特別損失合計 557 160

税金等調整前四半期純利益 509,213 850,833

法人税、住民税及び事業税 169,636 204,478

法人税等調整額 △13,653 16,723

法人税等合計 155,982 221,201

四半期純利益 353,230 629,632

非支配株主に帰属する四半期純利益 794 12,588

親会社株主に帰属する四半期純利益 352,435 617,043
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 353,230 629,632

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30,946 1,812

為替換算調整勘定 △521,088 △23,344

退職給付に係る調整額 △41 106

その他の包括利益合計 △552,076 △21,425

四半期包括利益 △198,845 608,206

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △148,324 591,048

非支配株主に係る四半期包括利益 △50,521 17,158
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 509,213 850,833

減価償却費 40,838 60,203

のれん償却額 42,498 15,132

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,158 12,886

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 19,148 17,554

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,612 △16,045

受取利息及び受取配当金 △15,452 △12,182

支払利息 3,324 1,251

為替差損益（△は益） 85,328 9,641

固定資産除売却損益（△は益） 361 △15

投資有価証券売却損益（△は益） － △102,259

売上債権の増減額（△は増加） 27,536 52,242

仕入債務の増減額（△は減少） △38,238 79,618

未払費用の増減額（△は減少） △30,734 △28,220

その他の資産の増減額（△は増加） △40,805 △39,516

その他の負債の増減額（△は減少） 27,157 20,283

その他 △210 △121

小計 645,735 921,289

利息及び配当金の受取額 15,452 12,182

利息の支払額 △3,324 △1,251

法人税等の支払額 △280,351 △222,044

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,512 710,175

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △662,308 △18,657

有形固定資産の売却による収入 1,472 617

無形固定資産の取得による支出 △9,072 △2,866

投資有価証券の取得による支出 △27,500 －

投資有価証券の売却による収入 － 102,857

貸付けによる支出 △122 －

貸付金の回収による収入 170 90

資産除去債務の履行による支出 △1,034 －

その他 △4,426 △1,643

投資活動によるキャッシュ・フロー △702,819 80,396

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 933,200 △9,405

長期借入れによる収入 600,000 －

配当金の支払額 △96,894 △145,405

非支配株主からの払込みによる収入 86,337 －

その他 △58 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,522,583 △154,810

現金及び現金同等物に係る換算差額 △445,315 △31,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 751,961 604,567

現金及び現金同等物の期首残高 4,693,855 4,496,637

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,445,817 5,101,204
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　

【セグメント情報】

　

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日）

　

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日 本 海 外 計

売上高

外部顧客への売上高 6,791,629 3,221,806 10,013,436 － 10,013,436

セグメント間の内部売上
高又は振替高

164,926 349,619 514,545 △514,545 －

計 6,956,556 3,571,425 10,527,981 △514,545 10,013,436

セグメント利益 338,060 252,712 590,772 △12,636 578,135

(注)１.セグメント利益の調整額△12,636千円には、のれん償却額△12,631千円及びその他調整額△4千円が含まれてお

ります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日）

　

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日 本 海 外 計

売上高

外部顧客への売上高 7,032,292 3,491,206 10,523,498 － 10,523,498

セグメント間の内部売上
高又は振替高

169,385 380,085 549,471 △549,471 －

計 7,201,678 3,871,291 11,072,969 △549,471 10,523,498

セグメント利益 423,667 307,904 731,572 △12,644 718,927

(注)１.セグメント利益の調整額△12,644千円には、のれん償却額△12,631千円及びその他調整額△12千円が含まれてお

ります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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